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［目的］

本発表の目的は、社会医療法人加納岩における小

倉健太朗氏の10年間の異動経験を通じて、人的資

源の戦略的活用による業務改革と組織活性化の可能

性を検証することである。異動を単なる人事施策で

はなく、経営資源として捉え、組織横断的な視点の

獲得と業務効率化への貢献を明らかにする。

［実施方法］

発表者が経験した5部署・3病院での業務内容（医

事・庶務・経理・人事・企画）を整理し、異動によっ

て得られた知見を分析。特に、部署間の連携強化や

業務標準化に寄与した事例（通帳入出金処理の分担

見直し）を取り上げ、異動がもたらす経営的メリッ

トを「情報流通の促進」「業務改善の加速」「人材の多

能化」の観点から考察した。

［実施期間］

2015年4月の入社から2025年現在までの約

10年間。急性期・精神科・回復期の各病院および

事務局にて勤務し、現場業務から企画・管理業務ま

で幅広く経験。異動のタイミングと役割変化を通じ

て、組織内での人材流動性と適材適所の実践を体現

した。

［考察・結果］

異動は、部署間の情報共有を促進し、組織内のサ

イロ化を防ぐ有効な手段である。異動経験者は両部

署の業務特性を理解しており、調整役として機能す

ることで意思決定のスピードと質が向上する。また、

異なる業務経験が従来の慣習に対する「疑問」を生

み、業務改善の契機となる。

実践例では、入出金処理の分担見直しにより業務

の可視化と属人化の解消を図り、OJT要件にも適

合した標準化が実現。これは業務効率化と人材育成

の両面において経営的効果をもたらした。さらに、

異動は人材の「水平的成長」を促し、組織の柔軟性と

持続可能性を高める。経営においては、こうした流

動性を活かした人材戦略が、変化に強い組織づくり

の鍵となる。
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◎おぐら・けんたろう
大学卒業後、2015 年に社会医療法人加納岩・加納岩総合病院に入職。入職
10年間で加納岩総合病院（急性期病院）・日下部記念病院（精神科病院）・財団
事務局（総務部・経営企画室）を経て、山梨リハビリテーション病院（回復期リハ）に
異動となり現在に至る。

第14回「全国医療経営士実践研究大会」神奈川大会
医療経営士の原点から考える未来─強固な経営基盤を確立させる戦略的マネジメント
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